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発 行：とくしまブランド推進機構

◆高速バスによる県産品輸送（貨客混載）実証試験の実施について

県内有数の野菜産地である「阿波市」では、最盛期を迎えた多種多様な青果物が生産・販売されて
おります。

「貨客混載・実証試験」

「「来店客へ焼き芋PR・プレゼント」

「マルシェでのテスト販売」 「ランチブッフェメニューでＰＲ！」

また、この試験輸送に合わせ「ターンテー
ブル」では、首都圏の徳島ゆかりの飲食店
「東京徳島飲食会」とともに、「高速バスで
やってきた！なると金時メニューフェア」を一
斉開催して、各店舗で趣向を凝らした「なる
と金時」メニュー開発及びＳＮＳ等発信によ
り、首都圏の消費者へ「阿波ふうど」の魅力
をＰＲしました。

今回の試験輸送を皮切りに「県産品の首
都圏でのブランディングと販売拡大」及び
「効率的な物流システムの構築」の実現を
目指し、4者連携による取組を推進して参り
ます。

「ターンテーブル（東京・渋谷）」「とくしまブランド推進機構」は、「海部観
光（株）」並びに「佐川急便（株）」との連携により、高速バス貨物スペースを
活用し県産品を首都圏へ輸送する「貨客混載」の実証試験を実施しました。
輸送貨物は「なると金時」１５０ｋｇ（３０C/S）で、温度データーロガーによる
輸送時の温度変化をモニタリングしてデーターの検証を行いました。

首都圏での県産品ブランディングを担う拠点施設「ターンテーブル」、県下トップクラスの販売量を誇
る産直市「JA夢市場」、県産農産物の生産・流通・販売を総合支援する「とくしまブランド推進機構」で
は、３者の連携により、「首都圏での阿波市産青果物の販売拡大」に取り組んでおります。

今回は「JA夢市場」の産直野菜・果
実３０品目（約２００ｋｇ）を、徳島阿波
おどり空港より空輸して、ターンテーブ
ル（マルシェ）においてテスト販売を実
施しました。

ランチ利用のお客様に好評で、今
後も「阿波市の新鮮野菜」として、マル
シェでのPR販売及びレストランの料理
メニューとして展開していきます。

◆阿波市「産直野菜」販売拡大に向けたテストマーケティングについて


